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　目的　ダイ⊃ﾆﾉI3 ゛古事記, ・日本書紀］こ*その記載がみられるなど，古くから日本

みに競しまれマきた代表的野n?･･ある。昭和3)卑代初期？はi3o品種以よ^にも及沁β'とい

われZいる力ぐ，迩年セの改良が進むに伴い激減しつつあるが，なお他の野菜にｔべ？品種

数が多い，乾燥や漬け物加工など貯蔵性にも湯n, まβ調影友は，?,'うレ，加え物い3iう

乱き，煮物などと種々工夫されマ，副荼とし７のみならす主食のようにし7重'i'-2れ7 さ

Tz。tこうぞ，ダづコニノに含まれう卒味，苦味物質, 水分含量の多少，肉質の硬軟など力ぐ

その味覚に関係しそのゑから，それぞれか勁曾僻性が特色ある誦理宏として伝承！れ1

き吸よう？-^るが，裳培条件が変化ずる中1' , そのDO種特性μ｀ど切ように衷化｡レマいうの
か興喋深いものがあS．そ^乙塚藪^はダイコン中の辱鴻滅喬t憐ぺ。調畑性と合わ-t:

え鸚曾による凋遭，生ご有中の消吾にフロマ雅討して三郷果を遂ぺる。

　方砥京郡特着のダヽ／1コン，カアら1種を用い，収稽直期匹i叫こフ川マ鋸磯成み含

量乏調ぺ狐。sfz生育中の2， 3>段階苔と<Jあげてその変化£調べ５．試料ぱM式分解し

て，原手吸光海光冷祈政j^ぶ吏光滴湯池に？測定レ，さらに加寮し1硬乱糖瘍を劉定レ

マその調理性を凌討しr=。

　紬厚　用いａ夕'｀イコンl3iいつれのみ塘の無倚成分含量も概してfe，岫，CAなどは喋身，

でむ両に多ぐZ君郡lこは少なく．K，岫a葉身に少なむにとがわかっn.．まr-生育甲の成分

会量も部位別には同嶺な傾匈-g示レ艮。加勿しに場合，ダイコン品壇によぐ^成乏l二羞嬰

が認められ巨札カブばダイコンぷリ軟かであっβ。糖虜は加勢によって生よリ増加しａ。
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　目的　調荏捧亦＼こよる食品中無磯S 元素の量的変化をk.らA. 、国民保健、病態栄養学上

の有用な資料とiる目的乙りs年度It葉菜類.51年度at^・果峯類を対象に覇走し報告し

た. 今回13 主とレT農薬類にフいT 黄験を行い検討しn ・ 7･ヽ報告する.

　古漬　試料IJ ダイコン、ク7". -ンジンV しンコンヘコボウの5種・昭和恥年千耳I- 名

古1. 市内・'Iヽ亮応より購入に新法に従い代表試料^採取、洗静し? a

?、IP分、マイクa 蔵加熱後水冷卸、太冷却なレ)後、凍蔀保存しr-. 々､,試料を等ｉ量り

再蒸留水と哭丑唐砕し懸濁疲約千～りE試験管に1=リ、最終塩肢濃度xμr 60 ･C b吻ヽ間

の加遺袖出S レ、1 晩静置後、f クにと澄娩乞擢･｣吏した、試料採取･fマイフD ロベヽ卜を用

いに-J.ヽ, T ベ7 1量法rヽ行, r-. 測趾は原子吸光光度計e立2.08 * を用い、Ho^とK
，1炎光

会祈、＆､Hs、Cu.､叫､＆､in は原子吸光浹､こよ'I,いずKも一滴臓^ 用い? 剥起しr-.

　結集　捕理操作8'J に無機機会．賎在率をみるt 、末ゆ2･･楳ｲ乍T･(3 2.ぷ7･%元素とも減少ヽ

し, ?、･0分t 吟唱駿邁と共､こ更こ減少傾向を示しTi.最も減少しfi ^ u主蜜元素j?i 血t K

r' 、IP 蚕･こみI↑5残存李ra 5 試料共ヽl≪.5・44-～30 茄、K ≪v･43～訪茄の範a 内?リ ，た.　I. ≫ヽ

レ呵じリ0 冷z゛* 裁量元本の隋tま弓～1,5 %、Te id.<?5～? 茄と減少幅≫v･ヽ小才の、た.マイク

D 疲加熱の残存率は、太咋2ヽリリ概､し？あく、水冷却しない･6 <3II3tコ｀ボヴ。Go. とこンv"ン

■?!Te以外･3t J5 μ以上(^ あい残存来r爾．た. 根葉類は、花■ 果集類r- 応べヽ、ic ゆrヽIこよる

*ボ9ヽ･ヽ少ない禎向2ヽ訊, た．試料一別にみi k. 、3"ポ;･ウo,微量元朱ij 他試斗に比べ' 7 残存率

の島v.こt. 河特徊: kしz認められた.


